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ごみ処理
の現状

　市では、長年使用してきたごみ
焼却施設に替わる、新ごみ焼却施
設建設の検討をすすめています。
　ごみの発生抑制や処理について
は、市民の皆さまのご理解とご協
力が必要であり、ごみ処理事業に
関する情報をシリーズで提供して
います。
　今回は、ごみを減らすための方
策として家庭から発生する食品ロス
や食べ残しを無くすための 3010
運動などについて紹介します。
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ごみ減量化に一人ひとりが取り組みましょう！
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●日本の食品ロスの状況
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日本の「食品ロス」
約646万トン

国連WFPによる世界全体の
食料援助量（2015年）

約320万トン

国民一人1日当たり食品ロス量
約139グラム

茶碗約1杯のご飯の量に相当
資料：農林水産省、WFP

約357万トン 約289万トン
事業系 家庭系

多＞少
（約2倍）


